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女子看護学生の骨に対する関心の有無と骨量および生活習慣

木口　幸子１，門間　正子１，林　　裕子１，井瀧千恵子１，山田　惠子２

札幌医科大学保健医療学部看護学科１

札幌医科大学保健医療学部一般教育科２

要　　　旨

札幌市の看護系大学に在籍する女子学生 92名（１年生：48名、18～29歳、平均 19.2±1.6歳、３年

生：44名、20～27歳、平均 20.7±1.3歳）を対象に、骨の健康に対する意識および骨を強固にする食品

の摂取状況、運動習慣の有無、ダイエット経験の有無、音響的骨評価値（OSI）による骨量を調査した。

対象者の７割が骨の健康に関心を持つと回答した。骨の健康に対する意識の違いにより調査項目に差が

あるかどうか知る目的で、対象者を骨の健康に対する関心の有無で２群（「関心あり」群と「関心なし」

群）に分け解析を行った。「関心あり」群は「関心なし」群に比べて、牛乳やヨーグルトを毎日摂取し

ている者の割合が有意に高かった。運動習慣を有するものは対象者の約４割、ダイエット経験を有する

ものは約５割で、「関心」の有無で有意差は認められなかった。対象者の音響的骨評価値（OSI）は正

常範囲を示し、「関心」の有無で差はなかった。OSIが中央値より低い群と高い群で、食事摂取状況、

運動習慣、ダイエット経験に差は認められなかった。カルシウムを含む食品の摂取状況、運動習慣を有

する者やダイエット経験者の割合の結果から、骨の健康に関心があるにもかかわらず、骨の健康に良い

とされる生活習慣の実行は不十分であることが示唆され、今後の教育の必要性について考察した。

＜索引用語＞女子看護学生、骨への関心、骨量、食事摂取状況

Ⅰ　はじめに

我が国における人口の高齢化に伴い、現在日本には女

性 783万人、男性 226万人の骨粗鬆症患者がいると推定

され、その数は今後ますます増加すると予想されている１）。

骨粗鬆症自体は直接生命をおびやかす病気ではないが、

骨粗鬆症によって骨の密度が減少することで骨折しやす

くなり、寝たきり状態を作ることになる。寝たきり状態

は医療費の増大にもつながり、今や骨粗鬆症は大きな社

会問題となっている２）。骨粗鬆症患者が男性に比べて女

性に多い理由として、骨形成の促進に重要な働きをして

いる女性ホルモンであるエストロゲンが閉経後の女性で

は低下することがあげられている３－５）。

女性の骨形成は、女性ホルモンの分泌が盛んになる思

春期から活発になり、20歳前後までに最大に達し、30歳

以降は減少し、閉経期を迎えると女性ホルモンの低下と

共に、骨量は急激に低下する３－５）。そのため、閉経期以

後の骨粗鬆症を防ぐためには、20歳前後の最大骨量を大

きくしておくことが望ましい。しかし、食生活のみだれ、

ダイエット志向、あるいは運動不足などにより、若年女

性の骨密度の低下が問題視されている６，７）。また、10～

20代の女性において、骨をつくる重要な成分であるカル

シウムの充足率が低いことが国民栄養調査の結果で示さ

れている８）。そのような若年女性が、将来骨粗鬆症にな

らないためには、若いうちから自分の骨の健康について、

意識した生活を送ることが大切であると思われる。

骨を強固にする栄養素はいくつか知られているが、中

でもカルシウムは骨のミネラル成分の主要な成分であり
２，16）、国民栄養調査においても摂取状況が男女共に少な

いとされている栄養素である８）。牛乳並びにヨーグルト

はカルシウムを摂取するのに良い食品とされ２，15）、さら

に骨吸収を抑制しカルシウムの尿中排泄を抑制するビタ
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ミンＫ２）や骨粗鬆症予防効果があるとされるイソフラボ

ンを含む大豆製品も骨を強固にするために良いとされて

いる食品である２，13）。一方カルシウムの排出を促すもの

に甘い飲料２）がある。

本研究では、将来医療職として指導的な立場につく看

護学生が、骨の健康に対して関心を持ち、骨を意識した

生活を送っているか否かを調査した。さらに、骨に対す

る関心の有無により、骨を強固にする食品の摂取状況、

運動習慣、ダイエット経験、骨量に差があるかどうかを

調査した。学習の効果を知るため、骨に関する学習をし

ていない１年生と、学習をしている３年生の間で骨に対

する意識や生活習慣を比較し、教育の必要性を考察した。

Ⅱ　研究方法

１．調査対象

札幌市の看護系大学に在籍する１年生 48名、３年

44名、計 92名を対象とし、2002年８月から10月にア

ンケート調査および骨量測定を行い、91名から有効回

答を得た（有効回答率 98.9％）。

２．調査方法および調査内容

１）質問紙による調査

記名式による調査は講義時間を利用して行い、質

問紙はその場で回収した。骨に関する意識調査には、

雪印乳業株式会社健康生活研究所が現代の若い女性

が骨の健康についてどう思っているかを調査した質

問紙９）を用いた。食物摂取状況に関する質問は松田

ら10）の簡易食物摂取状況調査票を一部改変して用い

た。さらに山口ら11）が女子学生に対して行った痩せ

願望に関する質問の一部を用いて、運動やダイエッ

ト経験について調査した。なお、調査にあたり研究

目的と研究方法の概要の説明を行い、研究結果は全

て統計的に処理し個人は特定されないことを文書お

よび口頭で説明し承諾を得た。

質問紙の内容は、骨に対する意識に関するものと

して、（１）骨への関心の有無、（２）骨のために実

行していることの有無、（３）骨粗鬆症にならない

自信である。（１）と（２）については、・あ

る、・ない、の２つの選択肢から、（３）について

は、・かなり自信がある、・まあ自信がある、・あ

まり自信がない、・まったく自信がない、の４つの

選択肢から１つを選択させた。食物摂取状況につい

ては、骨のカルシウムに影響を与えるとされる ２，12）

（１）牛乳、ヨーグルトなどの乳製品、（２）大豆製

品、（３）甘い飲料の摂取について質問した。（１）

の牛乳については、・全然飲まない、・ときどき飲

む、・毎日１本（200ml）、・毎日２本以上の４つの

選択肢から、ヨーグルト（100ｇ程度を１個とする）

については、・ほとんど食べない、・食べたり食べ

なかったり、・１個位、・２個以上の４つの選択肢

から、（２）については、・ほとんど食べない、・

月に１－２回、・週に１－２回、・週に３－４

回、・ほとんど毎日の５つの選択肢から、（３）に

ついては、・飲まない、・ときどき飲む、・毎日１

本程度、・毎日２本以上の４つの選択肢から１つを

選択させた。運動については定期的な運動の有無、

ダイエットについては経験の有無を・はい、・いい

えで質問した。

３．骨密度の測定方法

超音波踵骨骨密度測定装置（AOS100：アロカ社）

を用い、踵骨に超音波を照射し、超音波の音速（SOS）

と超音波の透過指標（TI）を計測し、音響的骨評価値

（OSI）を算出した。演算式はOSI＝TI×SOS２であり、

これを骨量の指標とした13）。

４．グルーピング

骨の健康に対する意識調査の中で、骨の関心の有無

により、食生活や運動、ダイエット経験、骨密度に差

があるかどうか知る目的で、対象者を「骨の健康に関

心がある群」と「骨の健康に関心がない群」の２群に

分けて解析を行った。

５．解析

骨に対する意識調査において２群（あり、なし）の

間の平均値の比較には独立したサンプルのt検定を、

比率の差の検定にはカイ二乗またはFisherの直接確立

検定を行った。10％未満を傾向があり、５％未満を有

意差ありとした。統計処理は”SPSS for Widows 11.0

J”を用いた。

Ⅲ　結　　果

１．骨の健康に関する意識調査

青年期女子学生が骨の健康についてどのような意識

を持っているのかについて行った調査結果を図１Ａ－

Ｃに示した。「自分の骨の健康に関心があるか」とい

う質問に対して「ある」と回答した者は１年生で全体

の 68.7％、３年生で全体の 74.4％であった（図1－Ａ）。

骨の健康のために何か実行している者の割合は１年生

では 35.4％、３年生で 47.6％であった（図１－Ｂ）。

「歳をとっても骨粗鬆症にならない自信があるか」と

いう質問に対する回答は「かなり自信がある」、「まあ

自信あり」、「あまり自信がない」、「自信がない」の４

段階で行った。「かなり自信がある」、「まあ自信あり」

と回答した者を自信あり、「あまり自信がない」、「全

く自信がない」と回答した者を自信がないとして解析

したところ、「自信あり」と回答した者の割合は１年

生で 45.9％、３年生で 32.6％であった（図１－Ｃ）。
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骨の健康に関する意識において１年生と３年生の間に

有意差は認められなかった。

２．骨に対する関心の有無による食品摂取状況

１年生と３年生を合わせた対象者全体の牛乳とヨー

グルトの摂取状況を「関心」の有無で比較した（図

２－Ａ、図２－Ｂ）。「関心あり」群において、45.5％

の学生が毎日牛乳を、39.4％の学生が毎日ヨーグルト

を摂取していた。一方、「関心なし」群ではこれらの

食品を毎日摂取しているものの割合がそれぞれ 23.1％

（牛乳）、15.4％（ヨーグルト）であり、骨の健康に関

心を持っている群において、毎日これらの食品を摂取

している者の割合が高いことがわかった（ｐ＜0.05）。

学年別の解析では同様の傾向が１年生で見られた

（ｐ＜0.1）が、３年生では両群で有意差は認められな

かった。豆腐や納豆などの大豆製品の摂取状況は、ど

の群も 40％から 50数％の者が毎日大豆食品を摂取し

ており、両群による差はなかった（図２－Ｃ）。甘い

飲料については１、３年生共に摂取している者の割合

は低かった。

３．骨に対する関心の有無と運動習慣

表１は、定期的に運動する習慣の有無の割合を骨へ

Ａ 骨への関心の有無 

１年生（n=48） 

３年生（n=43） 

関心ある 関心ない 

n.s.

0 25 50 75 100
割合（％） 

Ｂ 骨のために実行していること 

１年生（n=48） 

３年生（n=43） 

実行している 実行していない 

n.s.

0 25 50 75 100
割合（％） 

Ｃ 骨粗鬆症にならない自信 

１年生（n=48） 

３年生（n=43） 

あまりない まあある 
かなり 
ある 全くない 

割合（％） 

n.s.

0 25 50 75 100

図１　女子学生における骨の健康に関する意識調査
n.s. ; not significant
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図２　骨に対する関心の有無における食品摂取状況

表１　骨に対する関心の有無による対象者の運動習慣

* （ ）内の数字は割合（％）を表す

** 関心の有無による有意差なし

*** 関心の有無による有意差あり（p<0.05）

運動習慣を有する者

運動習慣を持たない者

27（40.1）*

38（59.9）

8（30.8）

18（69.2）

15（40.9）

18（59.1）

8（53.3）

7（46.7）

12（37.5）

20（62.5）

0（ 0）

11（100）

全体（n=91）**

関心あり（n=65） 関心なし（n=26） 関心あり（n=33） 関心なし（n=15） 関心あり（n=32） 関心なし（n=11）

１年生（n=48）** ３年生（n=43）***
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の関心の有無で比較したものである。対象者全体と１

年生で比較したときに、関心の有無によって運動する

ものの割合に差はみられなかった。一方、３年生では

関心のない群では定期的に運動している者が１人もお

らず有意差がみられた（ｐ＜0.05）。

４．骨に対する関心の有無とダイエット経験

表２に骨に対する関心の有無とダイエット経験を示

した。両群共に４割弱から７割強の者がダイエットの

経験が有り、群別による有意差は認められなかった。

５．骨に対する関心の有無と骨量

各学年の骨量の分布図を図３－Ａに示した。１年生

の平均骨量評価値ＯＳＩ（ｘ10６）は 2.918±0.354、３

年生は 2.938±0.296であり、この値は19－21歳までの

骨量の正常範囲（2.305～3.174 ）12，22）であった。ＯＳ

Ｉが 3.175以上は優れているとされているが12,22）、3.175

以上の者は全体の23 . 1％を占め、１年生で11人

（22.9％）、３年生で 10人（23.3％）であった。

図３－Ｂは、対象者の骨量を骨に対する関心の有無

で示したが、関心の有無による差は認められなかった。

６．骨量と食物摂取状況

５．で示したように、骨に対する関心の有無による

骨量の差は認められず、また対象者全員が正常範囲内

であった。しかし、骨量が低い傾向にある者もいたの

で、骨量をＯＳＩの中央値の前後で２グループに分け、

骨量によって食品摂取状況、運動習慣、ダイエット経

験に差があるかどうかを検討することを試みた。ＯＳ

Ｉの中央値は、１、３年生共に 2.8795であり、2.8795

以上を中央値より高い群（以下高い群）、2.8796以下を

中央値より低い群（低い群）とした。

骨量が中央値より高い群と低い群における食品摂取

状況を図４に示した。牛乳、ヨーグルト、大豆製品を

毎日摂取している者の割合は高い群でそれぞれ

41.3％、32.6％、45.7％、低い群でそれぞれ 37.0％、

33.3％、53.2％であり、両群間で有意差はみられなか

った。

７．骨量と運動習慣ならびにダイエット経験

骨量が中央値より高い群と低い群における定期的に

運動している者の割合は（図５－Ａ）、高い群で

43.5％、低い群で 33.3％であり、高い群で運動をして

いるものが多い傾向を示した。ダイエット経験につい

ては（図５－Ｂ）、高い群で 58.7％、低い群で 53.3％

であった。両者とも２群間で有意差は見られなかった。

Ⅳ　考　　察

本論文は、看護学生を対象に骨の健康に関する意識調
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図４　骨量の中央値の前後における食品摂取状況
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を行った

表２　骨に対する関心の有無による対象者のダイエット経験

* （ ）内の数字は割合（％）を表す

** 関心の有無による有意差なし

ダイエット経験のある者

ダイエット経験がない者

36（54.5）*

29（44.6）

15（57.7）

11（42.3）

18（54.5）

15（45.5）

11（73.3）

4（26.7）

18（59.4）

13（40.6）

4（36.4）

7（63.6）

全体（n=91）**

関心あり（n=65） 関心なし（n=26） 関心あり（n=33） 関心なし（n=15） 関心あり（n=32） 関心なし（n=11）

１年生（n=48）** ３年生（n=43）***
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査を行い、骨の健康に対する「関心」の有無により、食

生活を含めた「骨を健康にするための生活習慣」と骨量

に差があるか否かを検討したものである。

１．骨の健康に対する意識調査

対象者の約７割が「自分の骨の健康に関心がある」

と答えており、看護学生の骨に対する関心が高いこと

が示された。西田弘之らの看護学生に実施した結果23）

でも、我々の結果と同様に、約７割の者が骨強化への

意識を持っていた。一方、一般の女子大生に実施した

結果9）では、骨の健康に関心を持つ者の割合は約５割

であった。看護学生に行った研究18）において、西田直

子らは学生の骨の健康学習の手段は、１位マスメディ

ア、２位授業や教科書であったと報告している。看護

学生が骨の健康に対する関心が高いのは、授業や講義

で骨の健康に関する学習をする機会が多いことによる

と考えられる。有意差が認められなかったが、本研究

で１年生に比べて３年生が骨の健康に関心のある者の

割合が高かった。西田弘之らの研究23）でも、骨強化の

意識が１年生に比べ３年生の方が有意に高かったと述

べており、看護学生は学年が進むにつれて骨の健康に

対する様々な学習をすることが、関心を高めていると

思われる。

骨に関心を持つと答えた割合が約70％と高かった

が、実際に「骨の健康のために何か実行しているか」

という質問に対して「はい」と答えた者の割合は、1

年生で 35.4％、３年生で 47.6％であり、両学年ともに

関心を持つものの割合に比べて低かった。西田直子ら

の行った調査18）でも骨粗鬆症にならない予防をしてい

るかという質問に対し、行っていると回答した者は

20％未満であった。これらのことから、食生活や運動

など骨粗鬆症予防の知識は持っているが、骨粗鬆症を

身近な問題としては考えていない若年者の実態が浮き

彫りになった。「骨粗鬆症にならない自信」では１年

生よりも３年生の方が自信ないと回答した者が多く、

学年進行と共に自分の生活を振り返る機会が多くなっ

た結果ではないかと推察される。

２．骨の健康に対する関心の有無による食品摂取状況

牛乳の摂取量は給食として提供される時期（小学校）

にピークを示し、その後次第に減少することが知られ

ている24）。本研究の結果では牛乳やヨーグルトを毎日

摂取する者は対象者の約４割であり、小学生時代に比

べて牛乳の摂取量が減少していると推測され、カルシ

ウムを積極的に骨に蓄積しなければならない時期の牛

乳離れは問題が多いと思われる。

牛乳とヨーグルトの摂取状況を骨に対する関心の有

無で比較すると、「関心がある」群で毎日摂取する者

の割合が高く、特に１年生でその差が認められた。し

かし、「カルシウムを摂取するために牛乳を摂取して

いるか」という質問方式をとった結果ではないので、

関心があるから乳製品を摂っていると考えるには、今

後それらの点を考慮した調査が必要だろう。一方、大

豆製品に関しては関心の有無に関わらず約５割が摂取

していた。乳製品を毎日摂取する者の割合が約４割だ

ったことに比較して、約５割の者が大豆製品を摂取し

ていたことは意外であった。大豆製品はダイエットの

１つとして取り上げられる食品でも有り25）、６割の者

がダイエット経験者である結果から、安価に手に入る

ダイエット食品として豆腐や納豆などの大豆製品を摂

取しているのではないかと推測される。また、予想に

反して、甘い飲料を摂取するものの割合が低かった。

本研究では、骨に良い影響を与える栄養素としてカル

シウムに着目し、それを含む食品として、牛乳、ヨー

グルト、大豆製品を取り上げ、骨に対する関心の有無

とそれらの摂取頻度に差があるかどうかを検討した。

しかし骨を強固にする栄養素はカルシウムの他にビタ

ミンＤ、Ｋ、Ｃ、マグネシウム、タンパク質、イソフ

ラボンなどが知られている26）。一方リンとナトリウム

の過剰摂取はカルシウムの尿中排泄を促進するので27）

取り過ぎに注意しなければならない。今後はこれらの

点に考慮した食品摂取状況の調査が必要であると考え

る。さらに、今回の食事摂取状況調査は骨に対する関

心の有無とは独立して行なわれたものであるために、

ここで得られた食品摂取状況についての結果は、骨の

健康のためというより、他の要因、たとえばダイエッ

トの一環として23）の行動である可能性も否定できな

い。
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３．骨の健康に対する関心の有無と運動習慣、ダイエッ

ト経験

関心の有無に関わらず対象者の約４割が運動習慣を

有していた。１年生は約半数の者がサークル活動の一

環として運動を行っていた。芳田らの研究６）において、

女子大生の２割は定期的に運動していることが示され

ている。さらに高橋らが青年期女子（医療系専門学校

生）351名に対して調査した結果においても28）、定期

的な運動習慣を有するものは約15％であった。それら

の報告と比較して、本研究の対象者は運動習慣を有す

るものが多いといえる。しかし、「骨を丈夫にするた

めに運動しているか」という質問方式をとった結果で

はないので、関心があるから運動をしていると考える

には、今後それらを考慮した調査が必要だろう。

骨に対する関心の有無に関わらずダイエット経験者

が５割を越えていた。このことは、現代の若者はすで

に小学生からダイエット経験を有し16）、木村29）が行っ

た調査における女子大生の約６割がダイエット経験者

であるという報告と一致している。

４．骨量

骨量の測定では、全員が正常値内であり、学年や関

心の有無による差は見られなかった。全体の約２割の

者が優れているとされる値を示し、また問題のある値

を示したものはいなかった。本研究では、骨量の結果

を対象者に知らせている。対象者がその値を知ること

による教育効果に関しては、十分な検討がなされてい

ないが、骨量測定は教育による生活習慣の改善の効果

を判定する手段として、有効なツールになると考える。

５．骨に対する関心の有無と生活習慣

本研究では、約７割の者が骨に関心を持っているに

も関わらず、骨の健康のために何か実行しているかと

いう質問に対して「実行している」と回答した者の割

合が約４割であった。我々は健康に良いことの実行の

ためにはまずそのことに「関心を持つこと」が大事で

あると考え、骨に関心を持つものは骨のために良い食

生活を実行しているだろうという仮説をたて、質問紙

による調査を行った。しかし、予想に反して、関心を

持つことが実行することに結びついていないという結

果が得られた。この結果は関心があることが実行につ

ながっていないことを示している。関心はあるがそれ

に対する実行の方法が分からないこと、あるいはテレ

ビなどのマスコミからの情報過多による混乱などが背

景にあると考える。実際、空前の健康ブームの中にあ

って、ダイエットを含む食習慣に関してテレビを初め

とする様々な情報が氾濫している。しかし、その情報

の多くは科学的要素を欠いているのが現状である。今

後はここで得られた結果をもとに、健康に良い生活習

慣に関する正しい教育を行う時期や方法の検討を行い

たい。

Ⅴ　ま と め

本研究において、良い習慣の実行のためには『関心を

持つこと』が大事であると考え、骨の健康に焦点をあて、

『骨に関心を持つものは骨のために良い食生活を実行し

ているだろう』という仮説をたて質問紙による調査を行

った。骨に関心を持つと答えた割合が看護学生の約70％

と高いことが示された。しかし骨の健康に関心がある群

と関心のない群とに分けた場合、両群において大豆製品

の食事摂取状況、運動習慣の有無、ダイエット経験の有

無、骨量などに差は見られず、関心の有無と骨の健康に

良い習慣の実施には相関が認められなかった。一方、骨

の健康に関心がある群のほうが乳製品を多く摂取してい

ることが明らかにされたが、骨の健康のためというより

ダイエットなどの他の要因によるものと推測された。し

たがって、骨の健康に関心があるにもかかわらず、骨の

健康に良いとされる生活習慣の実行は不十分であること

が示され、今後の教育の必要性が示唆された。
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Health condition, dietary habits and quantity of bone of female nursing

students interested and not interested in health of bones
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Abstract

This study examined awareness of the health of bones, dietary intake, exercise and experience of

dieting to lose weight as well as the quantity of bone among 92 female students at a nursing

university in Sapporo, Japan. The students were divided into a group taking interest in the health of

their bones and a group feeling little interest in it. About 70％ of first and third year students were

interested in bone health although there was no significant difference in terms of school year. The

percentage of those consuming milk and yogurt in the group feeling interest in bone health was

higher than in the group taking little interest in it. The percentages of students who exercised

regularly and who dieted were 40％ and 50％, respectively, and there was no significant difference

between those interested in bone health and others. Bone evaluation by sound (OSI）showed that all

were in the normal range. Even though students had interest in bone health, it was shown that their

health and dietary habits were not sufficient for bone health. Thus, the necessity for education about

bone health was indicated. 

Key words: Female nursing students, Interest of bone heath, Quality of bone,

Dietary life


